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校長会資料 

鈴教 指第 2031 号 

令和６年 10 月 21 日 

（宛先）各小中学校長 

鈴鹿市教育委員会事務局教育指導課長 

令和６年度 児童生徒向けアンケートについて（依頼） 

このことについて、下記のとおり実施します。 

ついては、貴校教職員に周知いただきますとともに、回答への協力をよろしく

お願いします。 

記 

１ 目的 

  児童生徒の実態を把握し分析することにより、鈴鹿市の教育施策に活用 

していくため 

２ 回答期間  

令和６年１０月２１日（月）～令和６年１１月８日（金）１７時まで 

３ 回答方法 

（１）「鈴鹿市教育委員会事務局特設サイトのポータルサイト」をクリック 

（２）「アンケート」をクリック 

（３）「令和６年度 児童生徒向けアンケート」 

※「小学校１～３年生」「小学校４～６年生」「中学校」の３つの URLが

あります。アンケート対象となる児童生徒の学年に注意していただき、

URLをコピーしクラスルームで児童生徒と共有するなどして活用してく

ださい。

＜参考＞

「小学校１～３年生」

URL：https://forms.gle/eeNrGKJFbNo77jESA 

「小学校４～６年生」 

 URL: https://forms.gle/jaxceufGY5fvZPzk8 

「中学校」 

 URL: https://forms.gle/VkxwiXLrYLxLW46BA 
裏面に続く 
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４ アンケート対象者 

  小学校１年生から中学校３年生の全児童生徒 

５ アンケート内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ アンケート実施にあたってのお願い 

※アンケート実施の際には、次の点を児童生徒に必ずお伝えください。

・このアンケートは、成績には全く関係しません。

・答えに正解や不正解があるわけではありません。

・ふだんの自分の行動や生活をよくふりかえって正直に答えてください。

質問された内容にあてはまるようなことがあれば、その時の行動を思い出し

ながら答えましょう。

 

 

 

 

【事務担当】 
鈴鹿市教育委員会事務局 
・アンケートシステム全般に関すること 教育指導課研究グループ 鈴木 貴詞 
・教育支援課に関すること   教育支援課学校支援グループ 田中 保子 
・教育指導課に関すること 教育指導課研究グループ   谷口 哲也 

教育指導課 
TEL 059-382-9056 FAX 059-383-7878 E-mail  kyoikushido@city.suzuka.lg.jp
教育支援課 
TEL 059-382-9055 FAX 059-382-9053 E-mail  kyoikushien@city.suzuka.lg.jp

【教育支援課関係】 

小学１年生～小学３年生 １～ ５ 

小学４年生～中学３年生 １７～２１ 

【教育指導課関係】 

小学１年生～小学３年生  ６～１１ 

小学４年生～中学３年生 １～１６ 

小学４年生～中学３年生 ２２～３８ 

中学 1年生～中学３年生 ３９、４０ 
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令和６年度教科用図書無償給与及び副読本給与について 

１ 本市の近況 

平素は、児童生徒の教科用図書の無償給与事務業務を適切に遂行していただいている

ところですが、今般、転入生等に対する二重給与及び未給与事案が頻発しています。 

教科用図書は、児童生徒にとっては必要不可欠であり、故意又は過失によっても、二重

給与及び未給与事案はあってはならないことです。 

こうした事案を発生させないためにも、実際に生じた事例を全教職員に周知するとと

もに、その対応策について検討していくことが求められます。 

なお、未給与事案は、担任教員や事務職員等の担当者だけの問題として捉えるのでは

なく、学校全体の問題として捉えられるよう、全教職員への注意喚起をお願いします。 

２ 令和６年度における市内の二重給与及び未給与事例 

（１）二重給与の事例

 県外から転入してきた生徒に対し、本市で使用する「家庭」の教科書の発行者は「教

図」であるにもかかわらず、転学生徒教科用図書給与証明書に記載があった「教図」を

見落とし、二重に給与してしまった。 

 

 

 

 

転学生徒教科用図書給与証明書を基に、児童生徒が転学前に給与さ

れた教科書の現物を確認し、担任等も給与すべき教科書について確実

に把握して、適切な給与が行われるように留意する。 

家庭と技術の発行者が鈴鹿市

は同じであるが、そうでない

場合もあるため、厳に留意す

ること。 
給与すべきでない 

教科書 

本事例における 

見間違い箇所 

校長会資料 
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（２）未給与の事例

 海外から編入してきた小学４年児童に対し、 

３年次に給与すべき国語や算数等の教科書は 

給与したものの、４年次に継続使用する 

「図工 下」の教科書が未給与だった。 

 

 

３ 令和６年度に給与する教科書の留意点 

（１）小学校

ア 算数科

・ １年生の算数の①②巻は同時に給与する。

・ １年生の後期（9/1以降）の転入であっても、①②ともに給与する。

イ 生活科

・ 生活の上巻は、１年生後期の転入であっても

給与する。 

ウ 図画工作科

・ 図工の上巻は、１、３、５年後期の転入であっても給与する。

（２）中学校

ア 音楽科

・ 音楽（一般）の上巻は、転入であっても３年生に給与しない。

イ 技術・家庭科（技術）【１年】及び道徳科

・ 各学年用に併せて別冊を給与する。

４ 副読本給与について（のびゆく鈴鹿市） 

市外から転入してきた小学３年・４年児童には、「のびゆく鈴鹿市」を給与する必要が

あることから、転入後、直ちに、「副読本配本依頼書（転学用）」を教育指導課に送付す

る。また、受領後は、「副読本受領報告書（転学用）」を提出する。 

学年をまたいで継続使用する教科書の確認に徹する

必要がある。（生活、地図、保健・保健体育等） 
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校長会資料 

令和７年度 幼稚園入園式及び小中学校の入学式について 

（１） 鈴鹿市立幼稚園 入園式

令和７年４月１０日（木）午前１０時 

  会場：各幼稚園 

（２） 鈴鹿市立小学校 入学式

令和７年４月９日（水）午前１０時３０分 

  会場：各小学校 

（３） 鈴鹿市立中学校 入学式

令和７年４月９日（水）午後１時３０分 

  会場：各中学校 

※ 開式時刻については、一部の幼稚園・小中学校で変更となる場合があります。
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後 期 の 不 登 校 支 援 の 充 実 に 向 け て 

～支援が必要な児童生徒を支援できる学校づくり～ 

１、「学校に行きたい。勉強したい。」を保障する学校づくりをめざす！ 

２、“軸となる考え方・取組”を共有した学校づくりをめざす！ 

３、子ども支援シートの情報をもとにしたチームでの不登校支援 

１０月 校長会資料 

〇不登校支援は、「学校に行きたい。勉強したい」を保障していくことで長期欠席 
にならないような学校づくりを実現していくことを原則とする取組である。 

〇「学校に行きたくない」といった状況を生み出さないために心身共に安全で安心
できる学校づくり、魅力ある学校づくりを目指す取組である。 

（１）子ども支援シートの活用（いつでも、誰もが活用できる子ども支援シートへ）

〇欠席日数が 15日前後の児童生徒を目安に、子ども支援シートを作成する。 

➡ シートを活用し、他の教職員、ＳＣ、ＳＳＷなどから情報を得たり、得た情報を

共有したりすることで、児童生徒の理解を深めていく。

➡家庭訪問等で、シートに記載されている情報（児童生徒の興味関心があるこ

と、保護者の思い等）について話を深め、児童生徒や保護者とのつながりや

信頼関係をさらに充実させる。児童生徒が抱えている悩み、つらさ、得意なこ

と、家族構成や生活背景等をキャッチしたら、このシートにわかる範囲でどん

どん書き溜めていく。→シートを引き継ぎや、カウンセリング等を受ける際の

情報共有にも活用する。

（２）ケース会議で、アセスメントを行う（管理職・不登校担当者を中心に企画）

〇関係者が集まり子ども支援シートの情報をもとにした（ミニ）ケース会議を！（必 

要に応じて教育支援課職員も参加します） 

➡「誰が」「どのようなことを」「いつまでに」等、役割を分担し、チーム（管理職・不

登校担当者・担任・学年主任・養護教諭・生徒指導担当者・人権担当者・教育

支援課職員等）での支援を。関係機関につなげ、連携しながらともに支援を推

進していく。

➡学校以外のどの関係機関ともつながらず、学校へ登校できていない児童生徒

は、医療機関や教育支援センター、フリースクール等、他機関へつなげていく

ことも視野にいれていく。

〇学校生活の中で苦戦を強いられがちな児童生徒を見逃さない取組が必要。 

・虐待等、小児期逆境体験の中で心にダメージを抱えている児童生徒

・発達特性等の課題により困り感や生きづらさを抱えている児童生徒

・保護者も心身の不調を抱え、SOSが出されていない児童生徒

〇「二次的な問題」を引き起こさないよう、特別支援教育の視点を重視した（ミニ）

研修会を継続的に実施し、人材育成を図ることが喫緊の課題。 
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Ｒ１

(2019)

Ｒ２

(2020)

Ｒ３

(2021)

Ｒ４

(2022)

Ｒ５

(2023)

Ｒ６

(2024)

Ｒ７

(2025)

Ｒ８

(2026)

Ｒ９

(202７)

Ｒ１０

(202８)

Ｒ１１

(202９)

大木中校区 長太小 〇

天栄中校区 栄小 〇

創徳中校区 飯野小 飯野小 〇

千代崎中校区 千代崎中 玉垣小 〇

白鳥中校区 石薬師小 白鳥中

白子中校区
白子中
学校区

旭が丘小

鼓ヶ浦中校区 鼓ヶ浦小 〇

鈴峰中校区 深伊沢小 〇

平田野中校区 平田野中 〇

神戸中校区 神戸小 〇

＊令和7年度の白鳥中学校については、北勢地区人権・同和教育研究協議会 研究発表会と兼ねる。

自分を大切にし、仲間を大切にす
る～多様性を認め合い、自分らし
く生きられる児童の育成

２年４組教室

４年１組教室

６年２組教室

日　時

令和６年10月２日（水）

13:1０～　受付
13:25～14:１0　公開授業

＜各教室＞
14:3０～1５:３０　分科会

＜公開授業教室＞

令和６年９月２５日（水）

13:1０～　受付
13:3０～14:１５　公開授業

＜各教室＞
14:3０～1５:３０　分科会

＜３会場＞

1年４組教室

４年３組教室

６年１組教室

令和6年度 中学校区人権教育研究推進（研究発表）について

３．輪番表

  中学校区の人権教育カリキュラムに基づく実践研究の一環として，人権教育の研究発表並びに授業公開を鈴鹿
市全体におこない，全市的な人権教育の向上を図る。

○ 単年度に２中学校区から各１校，研究発表並びに授業公開を行う。

○ 原則として研修を重視し，全体会でのあいさつ等は行わない。

○ 研究授業は５限目に行い，その後事後検討会をもつ。

○ 研究内容の説明のための資料並びに指導案は必要最小限の量とする。（A４用紙１０枚以内を原則）

２．内容

１．目的

場　所研究発表校

【千代崎中学校区】
玉垣小学校

【創徳中学校区】
 飯野小学校

研究主題

自分が好き、仲間が好き、玉垣が
好き～仲間づくりや出会い学習を
通して～

10月校長会資料

済

済
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「いじめ防止強化月間」について 

「三重県いじめ防止条例」 

☆SNSやオンラインゲームを介して、児童生徒間でのインターネット上のトラブルが発

生した。 

☆些細な人間関係のトラブルがもとで、いじめ被害者が学校を欠席し、重大事態へと

発展した。 

【児童生徒が主体となって取り組んだいじめ防止実践例】

・給食中の放送で、いじめ防止の呼びかけ。

・いじめを防止するポスター、のぼり旗を作成・掲示。

・いじめ防止のピンクのぼり旗を活用して、校門、玄関であいさつ運動を実施。

・毎月第三週にスペシャルピンク運動（ピンクの物を身に着ける）を行い、いじめ反対の

意識を全校で共有。 

・全校生徒で、名札に「いじめは許さない」という意味を込めたピンクシール運動を実

施。 

〇いじめ事案認知時の対応について 

（「いじめ防止対策推進法に基づくいじめに関する対応について」） 

10月校長会資料 

いじめ防止強化月間（4月、11月） 

社会総がかりで、いじめ問題を克服するために、啓発活動に取り組む期間 

いじめ事案を認知 

（「いじめ」とはいえないが、いじめに発展すると予測される事案についても同様） 

速やかに管理職に報告するとともに、教育支援課に一報を入れる 

各校のいじめ防止基本方針に則り、委員会を開催し組織的な対応を行う 

聞き取った内容、対応、保護者の意見等を時系列で記録に残す 

（重大事態に発展した場合にも対応ができるように日ごろから心がける） 
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令和６年度 中学校生徒会研修会 実施要項

１ テーマ 「生徒会の役割といじめ防止への取組」 

～生徒の主体的な取組を通して 

みんなが安心して生活できる学校づくりを考える～ 

２ 目 的  

鈴鹿市・亀山市の各中学校生徒会役員等が一堂に会した研修会を開催し、

生徒相互の交流を深めながら、より広い視野で物事を見る力を養い、生徒

自身が主体となった生徒会の取組やいじめ防止活動の充実・発展を図る。 

また、各中学校の生徒会が推進する「いじめのない学校づくり」につい

て、他校の取組の成果や課題及び解決策等の意見交換をとおして、各中学

校におけるいじめ防止活動につながるヒントや情報を共有し、取組の一層

の活性化を図る。 

３ 日時・内容 

令和６年１２月２４日（火） ９時００分開始 1１時 45分終了予定 

第１部「主体的な生徒会活動について」～特色ある各校の取組の交流～ 

第２部「いじめ防止の取組について」 

４ 場 所  

三重県立鈴鹿青少年センター（スズカト） 

総合研修館または大研修室（全体会）／各研修室（分散会） 

５ 各校参加生徒 

各校 生徒会役員 ６～７人×１３校＝８０名程度 

鈴鹿市ヒューマンライツサークル 参加者 

６ その他  

・生徒会担当者は分散会での生徒の話し合いがスムーズに進むようコーデ

ィネートする。

・各校は、事前に取組報告（A4・2ページ）を作成する。冊子としてまとめ、

配付するので、研修会までに熟読し自分の意見をまとめておく。 

連絡先 

鈴鹿市の学校：鈴鹿市教育委員会事務局教育支援課 059-382-9055 

亀山市の学校：亀山市教育委員会事務局学校教育課教育研究グループ 

0595-84-5077 
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７ 日 程（予定） 

時  間 内 容 担当校 形式 

8:30～9:00 受付 鈴鹿市教委   全体会 

９:00～9:10 開会行事（代表校長挨拶、連絡） 鼓ヶ浦中 全体会 

９:10～９:28 

第１部 「主体的な生徒会活動について」 

～特色ある各校の取組～ 

→3校（中部中・鈴峰中・神戸中）の基調提案（各校 6分）

９:35～10:05 

(アイスブレイク

含む) 

分 

散 

会 

Ａ 生徒会役員 

現状と課題 及び 意見交流 

司 

会 

・

記 

録 

関中 

大木中 

A-1

A-2

Ｂ 生徒会役員 

現状と課題 及び 意見交流 

創徳中 

千代崎中 

B-1

B-2

Ｃ 生徒会役員 

現状と課題 及び 意見交流 

亀山中 

白鳥中 

C-1

C-2

Ｄ 生徒会役員 

現状と課題 及び 意見交流 

白子中 

平田野中 

D-1

D-2

E 生徒会役員 

現状と課題 及び 意見交流 

天栄中 

鈴峰中 

E-1

E-2

10:05～10:20 休憩 

第２部「いじめ防止の取組について」

10:20～10:35 
鈴鹿市中学生ヒューマンライツサー

クルの劇およびメッセージ 視聴
鼓ヶ浦中 全体会 

10:40～11:05 

分 

散 

会 

グループ別討議 

第１部と同じ 第 1部と同じ 

A-1

～ 

E-2

11:10～11:35 

感想交流 

◎「これから生徒会執行部がで

きること」

鼓ヶ浦中 全体会 

11:35～11:45 閉会行事（挨拶、連絡） 鼓ヶ浦中 全体会 
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鈴教支第１２１１号 

令和６年１０月１日 

（宛先）小中学校長 

教育支援課長 

学校問題解決支援事業 顧問弁護士による学校支援について（通知） 

このたび、鈴鹿市教育委員会では、文部科学省が実施する「行政による学校問題

解決のための支援体制の構築に向けたモデル事業」を受託いたしました。既存の学

校問題解決支援委員会に顧問弁護士との契約を加え、下記の通り、組織の体制強化

を図り、保護者や地域からの過剰な苦情や不当な要求など学校だけでは解決が難

しい事案への支援体制の拡充を行います。 

つきましては、該当の事案がありましたら、本支援事業の活用を御検討くださ

い。 

記 

１ 目的 

□弁護士と教育委員会や学校との連携を図り、子どもたちの最適な教育環境

づくりや最善の利益を実現するために法務相談体制を構築する。

□初期対応段階より、予防的に弁護士が関わることで、速やかな問題解決につ

なげ、問題の重大化を防ぐ。

□弁護士から対応スキルを学び、教職員の対応力の向上につなげることで、組

織的対応の強化を図る。

２ 相談受付期間 

令和６年１０月１日～令和７年２月２８日 

３ 相談窓口 

鈴鹿市教育委員会事務局 教育支援課 学校支援グループ 

４ 顧問弁護士による支援の内容 

（１）法的な判断を伴う事例への指導及び助言

・弁護士事務所等での面談、電話相談

・学校での保護者等との面談への同席

（２）法的な文書等の作成指導及び助言

（３）教職員への法令研修会の講師

・学校問題解決に係るふり返り等
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５ 提出用紙 

別紙様式１ 【依頼書】顧問弁護士による学校支援 

①教育支援課に一報後、事案概要等を記入し、事前に提出

※弁護士との情報共有に活用するため、なるべく早く提出を

②教育支援課で日程調整を行い、面談日時・場所を学校へ連絡

別紙様式２ 【報告書】顧問弁護士による学校支援 

※対応後、２週間以内を目途に提出を

〔事務担当〕 

鈴鹿市教育委員会事務局 教育支援課 学校支援Ｇ 

電話:059-382-9055  E-mail: kyoikushien@city.suzuka.lg.jp
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別紙様式１ 

鈴   第      号 

令和６年  月  日 

（宛先） 教育支援課長 

鈴鹿市立 学校   

校長 

【依頼書】 顧問弁護士による学校支援 

下記の問題について、弁護士による相談を依頼いたします。 

記 

１ 問題の種別 

□児童・生徒間トラブル（□いじめ □不登校 □通学・進級 □部活動）

□児童及び生徒と保護者間トラブル（□虐待 □その他）

□児童及び教員トラブル（□生徒指導 □体罰 □その他）

□保護者対応（□苦情等 □暴行・脅迫に発展する可能性有）

□第三者トラブル（□近隣住民 □PTA □その他）

□学校事故（□施設事故 □その他）

□講師・アドバイザー（□教員向け研修 □ケーススタディ □事後検討会）

□その他（ ） 

２ 事案の概要（相談したい点等、簡潔にご記入ください） ※参考資料もあれば添付を 

※まずは、教育支援課に一報をいただきますようお願いします。こちらで調整し、弁護士との面談

日時や場所の連絡をいたします。

※この依頼書は弁護士対応までになるべく早くご提出ください。弁護士との情報共有に活用し

ます。
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別紙様式２ 

鈴   第      号 

令和６年  月  日 

（宛先） 教育支援課長 

鈴鹿市立   学校  

校長 

【報告書】 顧問弁護士による学校支援 

このことについて、下記により報告いたします。 

記 

１ 支援理由（事案） 

２ 支援状況 

支援日 時間数 
弁護士が参加した 

会議等 
会議に参加した教職員 

  月  日（ ） 

  時  分～ 

  時  分まで 

（  時間  分） 

３ 支援内容とその効果、学校の対応及び現状 

※対応後、２週間以内を目途に提出
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教職員の交通事故・違反防止について 
♦ 令和６年４月１日～令和６年９月３０日の状況

◆ 状況・傾向

令和６年９月３０日現在の交通事故発生件数は３１件で、内１７件が

加害事故となっています。全体の発生件数は昨年度より減少しています

が、年度当初と比べるとやや増加傾向にあります。 

事故の特徴としては軽微なものが多く、駐車時における前方駐車、交

差点における安全確認、周囲の危険を予測した運転、薄暮時における慎

重な運転により、防ぐことが可能な事故です。 

事故が発生した場合は、

まずは、「けが人の救護」と「危険防止措置」 

そして、「警察への連絡」と「管理職への報告」

校長会資料 

３１件（前年度比 －１１件） ９月３０日現在 

加害（双方含む）17件 

出退勤途上 11件  
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（事例１）出勤時に信号機のない交差点へ侵入、左から走ってきた車両に気

付くのが遅れたために、出会い頭に衝突した。双方にけがはなし。 

→朝のあわただしい時間帯であったことで、双方とも余裕がなか

ったことが考えられるが、交差点（道路標識・信号なし・同じ

道幅・互いの見通しが同じ）では、左方が優先になる。

（事例２）対向車と接触を避けるための後進、路地での方向転換による後進

等によって、後方待機車との接触や障害物との接触等による事故 

→周囲の危険を予測した運転をすることで防げた事故である。

職員車両 

互いに見通しが良い 

同じ道幅 

電柱 

職員車両 職員車両 後進 
後進 
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